
　

に
い
が
た
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
評

価
に
お
い
て
は
、
市
民
目
線
で
の
評
価

方
法
が
重
要
で
あ
り
、
財
政
状
況
も
含

め
た
選
択
と
集
中
の
考
え
方
を
よ
り
深

く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
直
接
市

民
に
説
明
し
、
対
話
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
い
。

●
財
政
運
営

　

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
の
増
加
に
よ
り
、
財
政
の
硬
直
化
が

進
み
、
弾
力
的
な
財
政
運
営
に
影
を
落

と
し
て
い
る
。
今
後
は
、
経
済
の
活
性

化
を
念
頭
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
財
政
運
営
が
重
要
で
あ
り
、

将
来
に
わ
た
る
経
済
力
ア
ッ
プ
に
よ
る

市
税
収
入
の
増
加
に
期
待
す
る
。

　

基
金
残
高
は
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、

災
害
時
な
ど
の
緊
急
支
出
に
も
対
応
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
早
急
に
対

策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

地
方
債
依
存
度
の
増
加
率
は
政
令
市

の
中
で
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
今
後

は
必
要
な
事
業
を
精
査
し
、
将
来
世
代

に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
計
画

的
な
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

歳
入
見
通
し
の
甘
さ
が
見
ら
れ
た
た

め
、
予
算
編
成
の
精
度
向
上
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

ま
た
予
算
を
見
積
も
る
際
に
は
、
事

務
事
業
の
費
用
対
効
果
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
不
用
額
の
理
由
を
精
査
す
る

な
ど
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
活
用
さ
れ
た
い
。

●
産
業
・
雇
用
政
策

　

工
業
用
地
が
不
足
し
、
首
都
圏
か
ら

の
企
業
誘
致
に
支
障
を
来
し
て
い
る
た

め
、
危
機
感
を
持
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
若
年
層
の
流
出
を
食
い
止
め
る

た
め
に
も
地
域
拠
点
と
し
て
の
魅
力
向

上
と
、
産
業
育
成
を
確
実
に
進
め
る
体

系
的
な
施
策
の
構
築
お
よ
び
進
行
管
理

を
強
く
求
め
る
。

決
算
特
別
委
員
会
審
査
結
果

　

９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
し
た
平

成
28
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
８
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
議
案
は
多

数
を
も
っ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
11
月
27
日
に
委
員
長
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
報
告
し
た
本
決
算
の
意
見
・

要
望
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

●
総
体
的
評
価

　

本
市
一
番
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

問
題
と
経
済
活
性
化
に
よ
る
財
政
の
安

定
に
対
処
す
る
た
め
、
新
潟
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
け

る
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
具
体

的
施
策
を
強
力
か
つ
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
魅
力
を
上
げ
、

選
択
さ
れ
る
新
潟
市
を
実
現
さ
れ
た
い
。

　

人
口
減
少
問
題
に
お
い
て
は
、
他
の

政
令
市
よ
り
悪
化
し
て
い
る
現
状
と
具

体
的
な
施
策
を
示
し
、
市
民
と
共
に
解

決
を
図
り
、
定
住
人
口
お
よ
び
交
流
人

口
の
拡
大
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

財
政
に
お
い
て
は
、
今
後
、
既
存
の

道
路
、
橋
梁
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
、

庁
舎
の
改
修
工
事
な
ど
に
要
す
る
経
費

が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ

れ
ら
の
財
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
、

経
常
経
費
の
抑
制
や
既
存
事
業
の
見
直

し
、
政
策
的
経
費
の
選
択
と
集
中
に
よ

り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、

新
た
な
企
業
誘
致
、
産
業
振
興
な
ど
に

よ
り
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
安
定

的
な
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。

　

財
政
力
強
化
と
自
主
財
源
の
確
保
は
、

収
納
強
化
策
に
か
か
っ
て
お
り
、
と
り

わ
け
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
首
都
圏

へ
の
流
出
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
拠
点
性
強
化
を
図

ら
れ
た
い
。

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨

　

12
月
22
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
た
各

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る

議
案
全
般

　

指
定
管
理
者
申
請
者
評
価
会
議

の
委
員
の
数
や
人
選
に
つ
い
て
、

十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

　

候
補
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
透

明
性
、
公
正
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

選
定
方
法
を
工
夫
さ
れ
た
い
。

●
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
指
定
管
理

　

区
民
と
の
協
働
の
視
点
か
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
対
話
を
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
ら
れ
た
い
。

●
秋
葉
区
文
化
会
館
の
指
定
管
理

　

自
主
事
業
の
引
き
継
ぎ
は
現
指
定
管

理
者
か
ら
候
補
者
へ
行
う
の
が
理
想
だ

が
、
現
在
の
制
度
内
で
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
で
き
る
か
一
考
さ
れ
た
い
。

●
平
成
29
年
度
新
潟
市
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係
部
分

　

ア
ー
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
開
催
事
業
に
つ
い
て
、
水
と
土

の
芸
術
祭
に
多
額
の
税
金
を
注
ぎ
込
む

よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
共
催
型
の
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ラ
・

フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
に
か
わ
り
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
開
催
を
実
行
委
員

会
に
働
き
掛
け
ら
れ
た
い
。

●
新
潟
市
市
民
農
園
条
例
の
一
部
改
正

　

ニ
ー
ズ
は
依
然
高
い
た
め
、
区
画
の

増
設
も
検
討
さ
れ
た
い
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

全
般

　

選
定
過
程
を
い
ま
一
度
点
検
し
、
原

点
に
立
ち
返
り
、
緊
張
感
を
持
っ
て
取

り
組
ま
れ
た
い
。

　

評
価
基
準
や
評
価
点
数
な
ど
を
工
夫

総 務文教経済

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
、

意
欲
あ
る
新
し
い
指
定
管
理
者
を
育
て

ら
れ
た
い
。

●
平
成
29
年
度
新
潟
市
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係
部
分

　

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

を
機
に
市
民
の
防
災
意
識
が
よ
り

向
上
し
、
各
地
域
の
自
主
防
災
活
動
が

よ
り
進
展
す
る
よ
う
望
む
。

●
平
成
29
年
度
新
潟
市
母
子
父
子
寡
婦

福
祉
資
金
貸
付
事
業
会
計
補
正
予
算

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
説

明
し
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

望
む
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

全
般

　

施
設
の
設
置
目
的
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
所
管
課
は
選
定
さ
れ
た
指
定
管
理

者
と
共
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

市
民
が
安
心
・
安
全
・
快
適
に
利
用

継
続
で
き
、
非
正
規
職
員
も
意
欲
的
に

就
労
さ
れ
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
望

む
。

●
平
成
29
年
度
新
潟
市
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係
部
分

　

空
家
等
対
策
費
に
つ
い
て
、
財

産
管
理
人
制
度
の
活
用
は
有
効
な

こ
と
か
ら
、
今
後
の
空
き
家
対
策
に
お

い
て
も
可
能
性
を
十
分
に
考
慮
し
、
対

応
さ
れ
た
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、
制
度
の
活
用
を

含
め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

空
き
家
の
解
消
、
有
効
活
用
を
図
ら
れ

た
い
。

●
新
潟
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一

部
改
正

　

歩
行
者
の
安
全
確
保
と
、
防
災
活
動

の
妨
げ
を
防
止
す
る
た
め
、
施
設
の
有

効
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
路
上
駐

車
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
ら
れ
た
い
。

市民厚生環境建設

市政調査会研修会 委員会行政視察
　市議会では議会の情報・調査
活動を活性化するため、全議員
で構成する「市政調査会」を設
置し、研修会を開催しています。
　今年度第２回目の研修会は
12月19日に開催し「教育問題」
をテーマに、国立大学法人新潟
大学長の髙橋姿氏を講師にお迎
えし「大学入学者選抜改革及び
その背景について－中央教育審
議会答申と国立大学協会の基本
方針を中心に－」と題して、ご
講演いただきました。

　各委員会の行政視察
を行いましたのでお知
らせします。
　報告書は市議会ホー
ムページに掲載する
他、市政情報室（市役
所本館１階）および市
立図書館に配置する予
定です。

大都市行財政制度調査特別委員会
期　日　11月14日～ 15日
視察先・調査事項
《大阪市》
・  副首都・大阪にふさわしい大都市
制度について

・市政改革プラン2.0について
《浜松市》
・  今後の行政区制度について（区の
再編）の検討状況について

少子化調査特別委員会
期　日　11月13日～ 15日
視察先・調査事項
《大阪市》
・  ４・５歳児に係る幼児教育の無償
化について

《兵庫県明石市》
・少子化対策・子育て支援について
《北九州市》
・少子化対策について

農業活性化調査特別委員会
期　日　11月13日～ 15日
視察先・調査事項
《東京都港区　元麻布農園・株式会社アスラボ》
・  食と農に関わる事業および首都圏の消費者ニーズに
ついて

《千葉県香取市　農業生産法人ローソンファーム千葉》
・  生産現場におけるＧＡＰの取り組みおよび野菜加工
工場について

《千葉県成田市》
・成田市場輸出拠点化促進協議会の取り組みについて

観光交流促進調査特別委員会
期　日　11月13日～ 15日
視察先・調査事項
《北九州市》
・港を生かした観光交流促進の取り組みについて
《大分市　公益社団法人ツーリズムおおいた》
・おんせん県の取り組みと自治体間の連携について
《長崎市》
・世界遺産登録と観光振興について

講演中の髙橋姿氏

議会運営委員会
期　日　11月７日～８日
視察先・調査事項
《相模原市》
・議会運営全般について
《京都市》
・議会運営全般について

にいがた市議会だより5 平成30年（2018年）１月28日

●目の不自由な方を対象に市議会だより（点字版・音声版）を申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ　☎025－226－3385（直通）


